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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・平成27年度の春健康診断を実施予定。胸部レントゲンは各自予約表に入力すること。

対象者：医師、正職員、パート職員、4/1新入職員
健　診：日程：4/27(月)、4/30(木)、5/1(金) 8：00～11：30
胸部レントゲン：日程：4/27(月)～5/2(土) 13：00～16：00
＜青明舎利用者様情報

・大久保　恒夫様～4/21（火）2：59　青明舎オンコールに電話があり、「弟のことを考えていたら眠れなくてさ。」と話されている。昨日、入院している弟から、外出許可が下りなかったという話をされて、何かあったのではないかと心配になったとのこと。見舞いに来てほしいと言われたが、急に行くのは無理であることを伝え、6月位に行こうと思っているとのこと。見舞いに行った時にでも、弟様の様子をうかがってみたらどうかと提案しながら、傾聴して対応している。

・高柳　和子　様～4/22（水）定期訪問実施。本人の状況を確認すると、睡眠はとれており頓服薬を飲む事もなかったと表情良く話されている。花粉症がまだ酷いと話し、目が痒く以前根城の大島眼科から処方された目薬を1日4回さしているとのこと。デイケアへは通えている事と、本日は外来定期受診に行き変わりない事を話されている。服薬は、きちんと1週間分セットできている。困っている事として、風呂場の水がポタポタ落ちるため元栓を閉めたままにしており、4/16（木）にデイケアから帰宅した際、アパートの敷地内で業者に会い、その後の様子を話したところ、業者から大家に、今月末に話をしてくれると約束したとのこと。末まで１週間あるため、青明舎から連絡をしてみても良いことを伝えると、「明日はデイケアのため、金曜日に電話してみます」と話している。その他、変わったことがないか聞くと、掃除中に、眼鏡に上ってしまい、4/19（日）に根城の眼鏡屋に行って眼鏡の歪みを直してきたと話している。

・清水　秋男　様～4/25（土）定期訪問実施。体調は変らず、問題ないと話している。
・前野　義勝　様～本人の要望にて、4/19（日）の訪問を4/26（日）に変更している。
＜グループホーム入居者様情報＞

・平　康子　様　～薬がなくなったり、空包を紛失する事がある為、4/25の訪問時部屋の掃除を行う｡4/14の朝・夕の薬が見つかり、持参している｡空き缶、ゴミ捨てを行うが、押入れの片付けは拒否した為、次回訪問時行う予定とした｡室内の水拭きを行い、洗濯物も溜まっており洗濯も行ったが、シーツは出来なかった為今週の外来後に行う事とした｡本日訪問時に、漬物があり、袋の中に2/23の薬が一緒に入って入るのを確認している｡

・中村　与一郎様～眩暈の訴えあり、4/24八戸西脳神経クリニック受診、検査を行うが異常はないとのこと｡受診後は「眩暈が良くなった」と話している｡デイケアでは本日、眩暈を訴え、運動療法を欠席している。｢先週、転んだ日からなんですよ｣等と話しており、今後も不調が続くようであれば、再度医師へ相談することとしている。
＜利用者様情報＞

・根地戸　恵　様～本人より相談があり、面談を実施。｢今朝から何度も鏡を見てしまう、顔が変な気がして…｣｢不安になるんだよ｣等と、不安感･苛々感を訴えている。不安を傾聴し、原因について振り返ると、｢休みになると、寝てばかりいるから、変になってる｣｢今朝、父親が珍しく早く起きてきて、ごもごも言っていて腹立った｣等と話している。対策を話し合い、鏡を見る回数を決める（朝･晩1回ずつ）･利用日を増やして自宅で過ごす時間を減らすことを検討。今週より月･水･金曜日にデイケアを利用し、不安があれば随時職員と振り返り、対応策を話し合うこととしている。以後は同様の不安を訴えることはない。

・繁名　和恵　様～｢今朝から、昔苦手だった人の声で悪口が聞こえるんだよ｣等と幻聴を訴え、10時頃にリスパダール液を服用。口調は穏やかであるものの、表情は硬く、静養室で休養している。また、15時半頃には頭痛を訴え、ロキソニン服用。上記不調を訴えることはあるものの、午後は静養室で休むことなく、他利用者や職員とも笑顔で交流する場面が多い。

・倉石　ヨシエ様～青風荘職員より情報提供ある。4/24（金）から排便なく、シンラック30滴滴下。排便状況の確認を行っていたが、本日13時30分に、本人より少量の排便があったと報告あり。｢すっきりまではいかない｣と話している。引き続き、排便状況の確認を行っていく。

・八木橋　牧雄様～4/24（金）来所時は体温36.4℃、血圧142/92mmHgで不調の訴えない。18：00調理実習終了時、後頭部に手を当てているため、声を掛けると「んー後ろこんどが痛い」と後頭部痛の訴えあり、バイタル測定実施。体温36.4℃、血圧168/115mmHg、脈拍77回/分。血圧高値で経過。19:00再検すると体温37.3℃、血圧163/105mmHg、脈拍79回/分。微熱見られるが、血圧は若干改善。後頭部痛は徐々にいつもと同じ状態になってきたと話されるため、早めに帰宅して頂き、帰宅後電話連絡していただくこととしている。電話連絡あり、症状軽減したことを確認している。

＜外来情報＞

・来週は祝日の為下記の患者様2週間処方となっている。

種本　サハ様・田名部　浩平様・下口　政子様・清水　泰雅様

・清水　泰雅様～5/3～5/6まで実家に外泊予定。妹様も帰省する為、トラブルに注意するように主治医から指示あり。

・根地戸　恵様～寝すぎると訴えがあり、ジプレキサ（10）2T　2×朝・夕食後から寝る前に2Tと変更となっている。

・高阪　博英様～栄養指導実施。

カンファレンスシート（藤村　翔　様）　

実施日：H27年4月27日（月）13：30～14：00

担当チーム：佐々木･慶長

参加者：慶長、鳥谷部、會津、川井、油津、馬場、藤田

検討内容　目標の再検討

	氏名
	藤村　翔　様
	性別
	男
	年齢
	32
	生年月日
	S58.3.23

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	自宅生活

	家族希望
	グループホームでの生活と病状の安定

	入院歴
	計　1回（最終：H14年9月～H21年9月27日）岩手県立一戸病院

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H22年1月4日～現在　　（週2回/月･水曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護(毎週金曜日)、外来受診(隔週水曜日)、青明舎

	住居：自宅

グループホームが完成するまで、自宅で両親と生活


	家族構成

祖母・父・母・弟



	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　2級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

自立支援（上限額：5000円）


	備考：事例検討に必要な情報を記載

・新築しているグループホームが完成し次第、入居予定となっている。（時期は未定）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。（青山荘→H27.3.31～新グループホームが完成するまで、自宅で両親と生活。）
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①-1幻聴に左右された行動に注意し、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に気付いた際は相談する。

	
	
	
	①-2病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら対処法を考え、休息をとる。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	②-1現在出来ている事、出来ていない事を現実的に捉えれるよう他者の意見を受け入れ、実際の場面に繋げれるようにする。


	
	
	
	②-2突然の発言には何故そのような発言をしたのか考え、発言する際は、話題のタイミングに合わせれるよう発言する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	・幻聴はあるが、自分から話してくることはない。天井から幻聴が聴こえてきていることは以前から話されているが、幻聴により、左右された行動は見られない。

・症状悪化し、幻聴が著明となった際は服薬調整にて症状改善している。

・不調時にはスタッフに相談して欲しいことを伝えると理解しているが、自ら伝えてくる事はない。
	今後も目標と計画は継続。自分から不調を話すことが少ない為、スタッフから声を掛けていき、不調の有無を確認していく必要がある。また、精神症状に左右された言動があった際は、対処法を考え実践できるように関わっていく。

	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	・実家で生活したい希望は変わらないが、担当医とグループホームでの生活について話したことで自分なりに納得した言葉が聞かれている。

・現在の実家での生活については、調理、洗濯、掃除等の家事をしているとの事。余暇時間は昔の漢字や計算ドリルをしたり、テレビを見て過ごしていると話している。父親が厳しいと話すことがあるが、被害的な発言はなく、生活上の問題や不安はないとのこと。

・自分からスタッフに声を掛けることは少ないが、唐突に声をかける様子は少なくなってきている。
	先月で青山荘退所となり生活の場が変化した為、自宅での様子に注意していく必要がある。不調等についても自分から話すことが少ない為、生活状況や両親との関係についてスタッフから声を掛け確認する必要がある。

今後も目標計画を継続し、


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。（青山荘→H27.3.31～新グループホームが完成するまで、自宅で両親と生活。）
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。
	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に気付いた際は相談する。病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら対処法を考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	②生活において気になったことは自分から相談する。本人の発言に対し状況を確認し、気になったことに対処できるよう方法を考えていく｡


